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２０１９年度

第１回 ごさまる科教材研究会
期 日：２０１９年６月２８日(金)
時 間：１６:００～１６：４５
場 所：吉の浦会館・中会議室

会 順
司会 :稲嶺盛久(教育総務課主幹)

中城小 津覇小 中城南小 中城小 津覇小 中城南小
１年 １年 １年 ２年 ２年 ２年

１組 與那嶺尚美 宮城 友枝 吉本 勝美 加島そのえ 小波津久美子 高江洲ひとみ
２組 真栄平悦子 砂川 京子 照屋 大洲 城間 俊太 小渡心太郎 石川亜希乃
３組 石垣 樹理 石原かおり 渡久地恵美 大工廻愛梨 上江洲秀美
４組 宮平 郁子 宜保 奈穂 垣花 美里
５組 城間 友美 宮城 千奈

１ はじめの言葉・・・・・・・・・・・・・・・・・司会

２ 「ごさまる科」についての概要説明・・・・・・・沖縄時事出版（富濱さん）

３ 昨年度の実施状況報告

４ 今年度実施に向けた意見交換

５ 発表・まとめ

次回 第２回ごさまる教材研究会１・２年は、１月２７日(月)16:00～吉の浦会館・中会議室
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中城ごさまる科（１・２年）について

20190628 作成 沖縄時事出版

【ねらい】

「次代の中城村を担い，将来に渡って活躍できる人材を育む（中略），世界遺産に登録された

「中城城趾」や城主「護佐丸」等の故郷の歴史・文化・自然等を理解し，誇りや愛着を育て，自

らの目標に向かって学び続ける」ような児童・生徒の育成（事業要項より）。

【副読本】

１年：中城グスクの成り立ち，先中城按司，護佐丸，ペリーの探検隊，一の郭の役場（小学校）

を絵本で紹介

２年：護佐丸の生涯を読み物で紹介（フィクション）

【指導書 学年の内容 】

1年：絵本を読んで，読書の楽しさ・内容の理解・想像する力を身に付け，さらには身近な人々

とのかかわり合いの楽しさを知ることができるようにする。

２年：伝承されてきた護佐丸に関する物語を、想像を広げながら読むとともに、身近な人々と

伝え合う活動を通して、地域に親しみと愛着をもつことができる。

つまり，「琉球史を学ぶ」に主眼を置いてなく，絵本や物語を読んで，その理解と共有，伝える楽

しさを子どもたちに体験させてください。

ただし，「護佐丸」 「阿麻和利」「中城グスク」にはまだわからないことがあります。発達段階を考

慮すると，これらを線引して理解することは難しいですが，教える側にはその理解があるといい，

と考えています。

また，指導書には，単純な用語説明や「パズルみたい（1年副読本7ページ）」など，その表現をし

た理由がわかる解説も掲載しています。その他にも，中城城跡年表（1，2年）や視点整理（2年の

み），全学年の副読本を網羅した用語索引，写真図版等索引などが掲載されています。これらを

利用して，素材の理解を深めて頂ければ良いと考えています（素材理解のためのお問い合わせ

はいつでも受けつけています）。

その他に）

平成29年度には，中城南小学校2年で，生涯学習課の学芸員による出前授業が行われています

（H30度指導書に指導案掲載）。

協力依頼（重要）

今年度の取組から生まれた成果物をご用意くださいませ。

報告書に掲載したり，次年度の研究会などに提出し情報の共有を図りたいと思います。
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２０１９年度

第１回 ごさまる科教材研究会
期 日：２０１９年７月３日(水)
時 間：１６:００～１６：４５
場 所：吉の浦会館・中会議室

会 順
司会 :稲嶺盛久(教育総務課主幹)

中城小 津覇小 中城南小 中城小 津覇小 中城南小
３年 ３年 ３年 ４年 ４年 ４年

１組 比嘉 剛人 川畑ひとみ 原田 智恵 伊禮 勝則 山下 綾乃 玉那覇あつ子
２組 當真 千春 山城ほたる 内間 東 米須 春香 石井 健一 熱田 脩
３組 新垣麻衣子 東江富士子 森本さおり 山内 千夏
４組 高森 昭吾 プラザ最子

１ はじめの言葉・・・・・・・・・・・・・・・・・司会

２ 「ごさまる科」についての概要説明・・・・・・・沖縄時事出版（富濱さん）

３ 昨年度の実施状況報告

４ 今年度実施に向けた意見交換

５ 発表・まとめ

次回 第２回ごさまる教材研究会３・４年は、２月５日(水)16:00～吉の浦会館・中会議室
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中城ごさまる科（３・４年）について

20190703 作成 沖縄時事出版

【ねらい】

「次代の中城村を担い，将来に渡って活躍できる人材を育む（中略），世界遺産に登録された「中城城趾」や

城主「護佐丸」等の故郷の歴史・文化・自然等を理解し，誇りや愛着を育て，自らの目標に向かって学び続け

る」ような児童・生徒の育成（事業要項より）。

【副読本】

１年：中城グスクの成り立ち，先中城按司，護佐丸，ペリーの探検隊，一の郭の役場（小学校）を絵本で紹介

２年：護佐丸の生涯を読み物で紹介（フィクション）

３年：世界遺産である中城城跡について，特徴や歴史，その保存と伝えるための工夫や努力を理解する。

４年：世界遺産である中城城跡を有する中城村の取組を，「守る」「生かす」の視点から捉える。

【指導書 学年の内容 】

３年：地域の地理的環境とそれを生かした村づくりを理解できるようにし，地域社会に対する誇りと愛情を育て

るようにする。

４年：地域における社会的事象を観察，調査するとともに，地図や各種の具体的資料を効果的に活用し，地

域社会の社会的事象の特色や相互の関連などについて考える力，調べたことや考えたことを表現する力

を育てるようにする。

つまり，「琉球史を学ぶ」に主眼を置いておらず，副読本を通じて，あるいは関わっている人を通して，３年に

おいては中城城跡について，４年においては，中城城跡を「守る」「生かす」取組について触れさせるようにしてく

ださい。

考古学，文献史学的には，「中城城跡」については，まだ，分からないことがあります。また，「護佐丸」は謎に

包まれた人物です。発達段階を踏まえればこれらを線引きして理解することは難しいですが，教える側にはその

理解があるといいと考えています。

また指導書には，「中城グスク歴史年表」（３年生用），「資料研究」（４年生）など，授業を進めるうえで教師が

知っておいた方がよいと思われる内容をまとめてあります。ほかにも全学年の副読本を網羅した用語索引，写真

図版等索引などが掲載されています。

その他に，今回，副読本作成後に入手した資料や文献などからまとめたものなどをこのレジュメに付していま

すので，参考にして頂けると幸いです。

その他）

護佐丸歴史資料図書館歴史展示室には，琉球の歴史を概観でき

る展示資料や中城城跡の精密なジオラマ，中城城跡からの出土物

などが展示されています。また，グスクの特徴である石垣（城壁）の

構造がわかるパネルも展示されています。専門の学芸員が常設し

ていますので，来館をおすすめします。

協力依頼（重要）

今年度の取組から生まれた成果物をご用意くださいませ。

報告書に掲載したり，次年度の研究会などに提出し情報の共有を図りたいと思います。
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３年

－副読本９ページに関連して－

護佐丸歴史資料図書館歴史展示室には，３つの石積み技法とアーチ門のしくみが感覚的に分

かるパズルが用意されています。

野面積み 布積み

相方積み アーチ構造（アーチ門）

－副読本26～27ページに関連して－

中城村文化係が監修した想像図。

建物がすべて一階建てなのは城壁の高さから推測（強風で吹き飛ばされることのない高さ）。

－中城城跡 最新情報（2019年1月）－

崩れた一の郭北側の城壁（野面積み） 14C前半に積まれた城壁（布積みに見える）

14C後半築城と考えられてきた中城城跡の築城年代が早りました（撮影：沖縄時事出版）。
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４年

－副読本８～９ページに関連して－

発掘調査に関する記述は，３年副読本と４年副読本では異なっています。３年後半の社会科学

習（昔の道具と人々のくらし）との関連から，当時の人の生活を視点の中心として紹介していま

す。

４年では，発掘調査が行われる本来の意図である修復保存（守る取り組み）の視点から取り上げ

ています。

ただし，３年副読本の記述にあるように，発掘調査により出土した椀からこれを使用して食事をし

ていたこと，武具（やじり，よろいのパーツなど）が出土していることから戦があったことなどは十

分に言えることがらです。

－副読本９ページに関連して－

入れ物のふた（ハンネラという ）は取っ手の一部分です

（中城城跡から出土したハンネラには完品はあ りませ

ん）。

右は沖縄県立埋蔵文化財センター所蔵のハンネラ（完

品写真）です。この写真から副読本９ページ写真の部分

をイメージして頂けるといいと思います。

３・４年共通

昔の中城城跡と現在の中城城跡はほぼ同じ姿をしている。ということは？

明治10年代に撮影された中城城跡（宮内庁書陵部所蔵）
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大正6年発行『沖縄懸写真帖』に掲載された中城城跡

昭和20年4月10日から10月15日まで置かれた米第14師団の司令部

（写真：沖縄県公文書館 参考資料：写真が語る護佐丸の居城 中城村教育委員会）
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２０１９年度

第１回 ごさまる科教材研究会
期 日：２０１９年７月５日(金)
時 間：１６:００～１６：４５
場 所：吉の浦会館・中会議室

会 順
司会 :稲嶺盛久(教育総務課主幹)

中城小 津覇小 中城南小 中城小 津覇小 中城南小
５年 ５年 ５年 ６年 ６年 ６年

１組 加藤真理子 幸喜えり子 飯田 健一 浦崎 直樹 佐事 修 比嘉 育子
２組 大城 優 山川 宗志 又吉 紗彩 與儀 瑠璃 荷川取 真
３組 仲村 和美 塚田 牧子
４組 上江洲七美

１ はじめの言葉・・・・・・・・・・・・・・・・・司会

２ 「ごさまる科」についての概要説明・・・・・・・沖縄時事出版（富濱さん）

３ 昨年度の実施状況報告

４ 今年度実施に向けた意見交換

５ 発表・まとめ

次回 第２回ごさまる教材研究会５・６年は、２月６日(木)16:00～吉の浦会館・中会議室
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中城ごさまる科（５・６年）について

20190705 作成 沖縄時事出版

【ねらい】

「次代の中城村を担い，将来に渡って活躍できる人材を育む（中略），世界遺産に登録された

「中城城趾」や城主「護佐丸」等の故郷の歴史・文化・自然等を理解し，誇りや愛着を育て，自

らの目標に向かって学び続ける」ような児童・生徒の育成（事業要項より）。

【副読本】

１年：中城グスクの成り立ち，先中城按司，護佐丸，ペリーの探検隊，一の郭の役場（小学校）

を絵本で紹介

２年：護佐丸の生涯を読み物で紹介（フィクション）

３年：世界遺産である中城城跡について，特徴や歴史，その保存と伝えるための工夫や努力

を理解する。

４年：世界遺産のある中城城跡を有する中城村の取組を，「守る」 「生かす」の視点から捉え

る。

５年（道徳）：中城城跡，護佐丸，ボランティアガイドをモチーフに，「思いやり」 「郷土愛」「社

会奉仕」について考える。

５年（朗読劇）：護佐丸と中城城跡の関わり（中城の民との関わり，民への思いなど）

６年：護佐丸の生きたころの琉球の歴史を理解する。

【指導書 学年の内容 】

５年：地域の歴史･文化･人材を尊重し，それらをはぐくんできた郷土に親しみ，愛する心情を

育て，豊かな心を持つことができるようにする。

目的に応じ，内容や趣旨をとらえながら読む能力を身に付けさせるとともに，読書を通し

て課題を見つけ，考えを広げたり深めたりしようとする態度を育てる。

６年：琉球の発展に大きな働きをした先人の業績と優れた文化遺産について興味･関心と理解

を深めようとするとともに，琉球の歴史や伝統を大切にし，郷土を誇りに思う心情を育てる

ようにする。

５年生は中城城跡，護佐丸を取り上げ，「郷土愛」「奉仕の心」等について考え，「心情を理解

しながら表現」する経験をさせてください。

６年生は下学年までに学習したことをふまえて，「護佐丸の生きたころの琉球の歴史」学習を

設定しています。日ごろから触れている日本史に比べて難しく感じる内容もあるかと思いますが，

教科書の既習事項と関連させて「同じところ」「異なるところ」に着目させ，考えさせるといいと思

います。

ただし，考古学，文献史学的には，「中城城跡」については，まだ，分からないことがあります。

また，「護佐丸」は謎に包まれた人物です。これらをもとに６年生用副読本は「考えられている」

「歴史書に記されている」といった説明にとどめているところもありますので留意ください。

指導書には，５年では，道徳･脚本を関連させた視点整理と中城グスク歴史年表（道徳のみ），

６年では，現行教科書との関連（イラスト比較），事項解説の掲載など，授業を進めるうえで教師

が知っておいた方がよいと思われる内容をまとめてあります。ほかにも全学年の副読本を網羅し

た用語索引，写真図版等索引などが掲載されています。

その他に，今回，副読本作成後に入手した資料や文献などからまとめたものなどをこのレジュ

メに付していますので，参考にして頂けると幸いです。
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その他）

護佐丸歴史資料図書館歴史展示室には，琉球の歴史を概観できる展示資料や中城城跡の精密

なジオラマ，中城城跡からの出土物などが展示されています。専門の学芸員が常設しています

ので，来館をおすすめします。

協力依頼（重要）

今年度の取組から生まれた成果物をご用意くださいませ。

報告書に掲載したり，次年度の研究会などに提出し情報の共有を図りたいと思います。

CD収録成果物

5年

ガイドされた感想

「中城城跡の紹介文」道徳授業より

6年

ワークシート

感想シート

関連情報 ６年

－副読本４ページに関連して－

銭の写真：琉球王国は基本的に無貨幣社会で，庶民は物々交換で物を得たと考えられていま

す。ただし，各地のグスクから貨幣が出土しているのは，貿易に使われたからだと考えられてい

ます。

３枚ある内，左下の銭は洪武通宝。1372年，浦添グスクの察度（さっと）王に明王の使者楊載（よ

うさい）が冊封を促し，そこから中国との進貢冊封体制は1879年まで続きました。最初に冊封を

促したときの王が洪武帝（こうぶてい）です。洪武通宝はこの洪武帝の時代（1368～1398）につく

られた銅銭です。。

海亀の骨（腹部分）：中城城跡に住む人が食していました。当時の食料は，按司などグスクに住

む人は，米，麦，雑穀（粟，ひえなど），魚に加えて，馬，牛などの肉も食べていました（出土物よ

り）。庶民（＝農民）は，雑穀，米，麦，魚，貝を食し，肉を食べることはほぼなかったと考えられ

ています（副読本７ページ参照）。
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－副読本６ページに関連して－

グスク時代の住居。

2019年3月 『沖縄県史 図説編 前近代』（沖縄県教育委員会）93ページ参照

グスク時代

2019年3月 『沖縄県史 図説編 前近代』（沖縄県教育委員会）20～21ページ参照

グスク

2019年3月 『沖縄県史 図説編 前近代』（沖縄県教育委員会）122～125ページ参照

－副読本10～11ページに関連して－

2019年3月 『沖縄県史 図説編 前近代』（沖縄県教育委員会）24～25ページ参照

－副読本14～15ページに関連して－

2019年3月 『沖縄県史 図説編 前近代』（沖縄県教育委員会）26～27ページ参照

－副読本19ページに関連して－

2019年3月 『沖縄県史 図説編 前近代』（沖縄県教育委員会）28～29ページ参照

－副読本27ページに関連して－

中城村文化係が監修した想像図。

建物がすべて一階建てなのは城壁の高さから推測（強風で吹き飛ばされることのない高さ）。

－副読本27ページに関連して（最新情報（2019年1月））－

崩れた一の郭北側の城壁（野面積み） 14C前半に積まれた城壁（布積みに見える）

14C後半築城と考えられてきた中城城跡の築城年代が早りました（撮影：沖縄時事出版）。
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